
ユニークベニューの利用促進に向けた東京都の取組 

 歴史と伝統のある建物や芸術文化に触れることのできる施設などで会議やイベント、レセプション等を   

特別感を演出しながら開催できる会場 

 

１  ユニークベニューとは  

  

２  都における取組内容  

（１）施設に関する情報発信 

〇 ユニークベニューとして利用する施設の紹介冊子によるＰＲ 

（２）利用者への会場設営の支援 

支援実績 
（会場名） 

【  29年度】 国際会議の実行委員会：迎賓館（5月）、外資系コンサル会社：日本科学未来館、増上寺（5月） 

【～28年度】日本科学未来館、泉岳寺、両国国技館、神田神社 など 

【補助の対象】テーブル・椅子、音響・照明機材の設置など 

【補助金額等】500万円まで助成、総経費の２分の１まで助成 

 都立施設（８施設）、民間等の施設（１４施設）を各々紹介する２種類の冊子の作成 

 冊子は日本語版と英語版を一冊にまとめ、写真を多く使い施設のイメージをわかりやすく紹介 

 外資系企業や国内企業、旅行会社、大使館などに幅広く配布するほか、ＭＩＣＥの誘致活動で活用 

〇 ユニークベニューの利用者が会場の設営を委託する会社に対して経費を補助 

ユニークベニュー利用者の経費面で
の負担を軽減 

資料２ 


